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都市研究成果刊行要綱
(1974. 7中間案， 1975.3,1976.2一部修正〉
都市研究委員会は， 50年度以降における都市研究の成果の印刷刊行について改善案を検討中で， 1974
年7月には，以下の中間案を作成しました。最終決定までには，なお若干の時聞を要し， またこの中間
案の一部に変更がくわえられるだろうとも予想されます。しかし，大綱は変わらないと考えられますの
で，今後報告書を提出する方は， ほぼこの案にもられた方針にしたがって原稿を作成する心づもりでい
てくださるようお願いします。
編集規定
1. 都市研究報告の刊行のための編集と印刷は，都市研
究委員会内に設けられた編集委員会がおこなう。
2. 都市研究報告刊行のための出版物は，当面は雑誌形
式によることとするが，次年度以降すみやかな時期に
単行本形式によるものも企画する。
3. 雑誌の通常号には，都市研究報告の完成論文および
資料のほか，都市研究に必要ないし有益な記事のため
に若干の欄を設ける。
特別号には，とくに長編となった論文，あるいは共
同研究の総合報告などを，必要に応じて掲載する。
4. 都市研究報告の完成論文は，原則として 1編の長さ
を組上り10頁以内とし，やむをえずそれより長編とな
ったものは雑誌の普通号に分割掲載あるいは特別号回
しとする。資料は，論文よりも少ないものとする。
5. 論文（土，提出にしたがし、掲載するが，資料は，研究
代表者のき見をきいて編集委員会が採否を決定する。
いずれにしても印刷技術上の必要がある場合には，原
稿の修正を依頼することがある。
6. 原稿の作成者i主，その研究の研究担当者あるいは研
究協力者として，都市研究委員会の承認をえているも
ので、なければならない。
7. 図表その他特殊な印刷技術を必要として編集委員会
の定めた印刷l基準をこえる費用を要するものについて
は，原稿作成者が，ただちに印刷することのできる原
図を用意するか，あるいは前記の基準をこえる分の費
用を負担するものとする。
8. 各編のj京市作成者ーには，掲載誌一部のほか，抜刷
100部をft盟主する。ただし，尖費を負担してこれを超
える数の抜刷を希望することができる。
9. 以との計画の全面実施は52年度以降とし， 51年度は
過渡期として，個別報告合冊の形式を主とする。
原稿執筆要領
1. 原稿提出と同時に，所定用紙の該当事項に記入して
「都市研究成果報告」を提出する（用紙は事務局調査
課に備付けてある〉。
2. 用紙は， 200字詰績書のものを使用する。
3. 原稿の冒頭に，表題と作成者氏名を記し，概略の内
容目次をかかげる（内容目次は場合によっては印刷し
ないこともある。
4. 原稿の文字は明確に記し，外国語はタイプするか活
字体で記すことが望ましし、。
図表・写真等は， Iつごとに別紙に作成し挿入場所
を指定する。
数式は，相当行数をとって明確に記す。
5. 註は，通し番号を付して，本文の末尾に一括列記す
る。
6. 文献は，邦文・欧文のそれぞれごとに，編著者名の
アルファベットI原に，同一編著者の複数のものは年代
順に，一覧表として，註のあとに列記する。その表記
と引用の方式についてはおって定めて提示するが，そ
れまでの間は，上述の範囲内で適宜の方式によってよ
い。ただし，各文献のデータは正確に記載することが
望ましい。
7. 原稿の枚数は，論文は200字詰110枚以内，資料は，
通常同じく55枚以内を基準とする。図表・写真等の分
もその分量内に入れて計算する。
8. 欧文のアプストラクツ雑誌あるいは文献要旨カード
に適する規格の欧文要旨を，各原稿作成者は原稿と同
時に提出する。その具体的な方式についても，おって
定めて提示する。
9. とくに長編を必要とする論文，その他上記の諸要領
と異なる執筆方式の希望があるときには，前もって編
集委員会に相談することが望ましい。
編集者のことば
われわれは，都市研究において，基礎的資料を収集し基礎的理論を開発するために，真
に学際的な研究計画を長期的な展望を以て企画実施しようと願い，そのために永続的な研
究組織を持ちたいと念じている。その念願が思うように実現しないので，とかく，そうい
うものが続々と作られ活動しているアメリカの状況を，時にうらやましく思う。アメリカ
では，要するに，民間の資金が主として財団の形で豊富に提供されていて，財団は，むし
ろ争って将来性ある研究や事業を探しだし補助しようとしているのである。
そのことはたしかにうらやましいことだが，そういう財団の補助活動について見逃しが
たい事実が，一つある。それは，財団の補助によって発足した研究所や長期的研究計画や
雑誌・双書などが，われわれを刺戟してやまないみごとな業績をあげることが多い反面
で，しばしば，事業の縮少はもとより時にはその全面的な廃止の例があることである。そ
れが，事業が始まってから早ければ数年ののちにおこり， 10年位ののちには多くのものが
その問題の洗礼をうけ，その結果，事業は，変更か脱皮か，さもなければ廃止ということ
になる。この変動期をくぐりぬけたものだけが生命をながらえる。
なぜそうなるかと言うと，筆者が直接に知った例ではすべて財団からの補助額の削減か
あるいは打切である。当事者は，これをいかにも残念とし，出資者の無理解を歎き，理解
ある別の出資者を探すと言うのだが，結果は縮少か廃止になってしまう。こういうことに
よって，アメリカの社会では，続々とあらわれてくる研究活動が，ーしきり仕事をすると
新しいものに代えられるということが行われるのである。
この現象は，当事者の主観的な希望は別として，すくなくとも学問の発達という点から
みれば，きわめて好ましい行き方である。日進月歩とは月並みなことばだが，事実学問も，
その対象である現象も，刻々に変化してゆく。その変化に的確に対応し，現象に即すると
ともに，将来を常に新らしく展望できる方法論を作りかえてゆくことがなければ，およそ
学問の発展はありえなし、。勿論，時代の変化にかかわらない普遍の真理こそが，学問の最
終目標ではあるが，それに達するプロセスは，過去の変化と発展に即して，常に新らしく
なければならない。
経験的社会科学は，特にそうである。現代のテクノロジーと社会の急激かつ大規模な変
化の中から要請された都市研究に至っては，なおさらである。その意味では，われわれが
もう10年近〈も前に構想しはじめた都市研究の基本的枠組みも，大きく修正されなければ
ならぬのかもしれない。したがってまた，幸いにして明年度から，本学の都市研究が何ら
かの組織的な前進をするようになるとしたら，この点を特に顧慮した研究計画の再検討が
要請される。
そしてさらに大事なことは，その再検討により組織的体制の新研究が実施されたなら
ば，その数年間の実績とその時の情勢とを真剣に顧慮して，都市研究そのものの構想を全
面的に作り直すべきことである。その結果が，より組織伎の強い，活動的なものに作り変
えられることが，もとより望ましく，そのための努力もあってほしいけれども，他方，場
合によっては，過去の構想をすべて清算することも，必要である。その時，まったく新ら
しい芽が学内のどこかから出てきて，これを別な形で発展させてくれるならば，形の上で
は，都市研究は継続することになろう。しかし，その芽が出てこなければ，文字どおり一
切が清算されることが望ましし、。
それくらいの展望と覚悟が，今後の都市研究に求められるのでないか。これは，自分も
参加して作りあげた数年前の構想に対する自分自身への戒しめである。
1976年12月
編集委員長 千葉正士
